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ぜ
っ
た
い
火
事
は
出
し
ま
せ
ん
”

…
…（

消

防

団

秋

の

点

検

）
…
…

国
見
町
の
四
十
二
年
度
秋
季
点

検
は
、
去
る
三
日
藤
田
小
学
校
で

三
百
六
十
名
の
団
員

が
集
ま
り
、

地
元
町
議
、
伊
達
県
事
務
所
長
、

桑
折
警
察
署
長
等
の
来
賓
を
迎
え

て
盛
大

に
行
わ
れ
た
。

午
前
九
時
半
、
藤
田
商
店
街
に

整
列
し
た
全
団
員
を
、
赤
井
畑
町

長
（
消
防
長
）
大
津
団
長
ら
が
分

乗
し
た
消
防
自
動
車
隊
に
よ
り
観

閲
し
た
後
、
藤
田
小
学
校
庭
で
直

ち
に
各
分
団
ご
と
に
通
常
点
検
を

し
、
続
い
て
消
防

ポ
ン
プ
の
操
法

訓
練
を
実
施
し
て
午
前
の
日
程
を

終
っ
た
。
午
後
は
一
時
か
ら
各
分

団
ご
と
の
各
個
教
練
、
部
隊
教
練

な
ど
班
長
以
上
の
幹
部
の
指
揮
統

率
の
規
律
訓
練
を
行
な
い
、
最
後

に
Ｉフ
ツ

パ
陂
の
行

進
曲
で
堂
々
の

分
列
行
進
を
実
施
し
た
。
続
い
て

県
下
団
長
大
会
受
賞
団
員
表
彰
伝

達

、
町
団
長
の
優
良
団
員
表
彰
、

講
評
が
あ
っ
て
か
ら
亀
岡
内
閣
官

房
副
長
官
を
は
じ
め
、
鈴
木
警
察

署
長
、
町
議
代
表
佐
藤
咒
一
氏
ら

の
祝
辞
が
あ
っ
て
午
後
三
時
閉
式

同
校
体
育
館
で
祝
宴
を
開
い
た
。

な
お
各
受
賞
団
員
次
の
と
お
り
。

○
叙
勲
披
露

動
一
五
等
双
光
旭
日
章

団
長
　
　
　

大
津
　

利
一

○

国

見
町

自

治
功

労

者
披

露

団
長
　
　
　

大
津
　
利
一

副
団
長
　
　

樋
口
弥
太
郎

分
団
長
　
　

菅
野
　
賛
郎

″
　
　
　
　

徳
江
　

喜
一

分
団
長
　
　

大
沼
　

金
一

副
分
団
長
　

佐
藤
　
直
哉

″
　
　
　
　

谷
聿
　
　

真

部
長
　
　
　

斎
藤
　
　

清

副
部
長
　
　

松
浦
　

正
夫

班
長
　
　
　

斎
藤
　

英
郎

団
員
　
　
　

村
上
　

誠
一

夕
　
　
　
　

後
藤
幸
次
郎

○
表
彰
伝
達

１
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

勤
続
章

分
団
長
　
　

菅
野
　

賛
郎

副
部
長
ヽ
　

松
浦
　
正
夫

班
長
　
　
　

斎
藤
　
英
郎

団
員
　
　
　

後
藤
幸
次
郎

汐
　
　
　
　

村
上
　

誠
一

２

福
島
県
知
事
表
彰

功
績
章

副
団
長
　
　

樋
口
弥
太
郎

永
年
勤
続
章

部
長
　
　
　

佐
久
間
梅
治

親
子
等
消
防
団
員
表
彰

団
長
　
　
　

大
津
　
利
一

大
津
・
昭
一

３
福
島
県
消
防
協
会
長
表
彰

精
勤
章

分
団
長
　
　

渡
辺
　
富
雄

夕
　
　
｀
　
　
佐
藤
　
英
治

永
年
勤
続
表
彰

部
長
　
　

、玉
手
　

繁
雄

副
部
長
　
　

鈴
木
　

幸
雄

団
員
　
　
　

鈴
木
　

政
夫

夕
　
　
　
　

佐
藤
　

丈
夫

４
県
消
防
協
会
伊
達
支
部
表
彰

功
績
章

部
長
　
　
　

佐
藤
　
　

実

汐
　
　
　
　

玉
手
　
繁
雄

副
部
長
　
　

渋
谷
　
成
郎

精
勤
章

班
長
　
　
　

斎
藤
　
政
治

夕
　
　
　
　

佐
藤
　
芳
一

団
員

佐
藤
豊
蔵
、
高
原
良
一
、
秦

次
男
、
羽
根
善
五
、
佐
久
間

義
夫
、
斎
藤
正
利
、
本
田
道

夫
、
佐
久
間
市
郎
、
高
橋
隆

男
、
関
根
次
弥

○
団
長
表
彰

班
長
　
　
　

渡
辺
　
彦
吉

班
長
　
　
　

高
橋
　
源
治

副
部
長
　
　

後
藤
　
重
雄

班
長
　
　
　

佐
藤
　
忠
雄

副
部
長
　
　

高
橋
　

照
治

団
員

高
原
長
吉
、
秋
元
正
、
池
田

実
、
須
田
寛
一

、
中
野
祐
輔

佐
藤
正
明
、
佐
藤
善
次
郎
、

菅
野
一
英
、
高
橋
力
、
近
野

富
多
、
佐
久
間
敏
男
、
佐
久

間
成
美
、
村
上
善
衛
、
菊
地

善
助
、
佐
藤
政
一
、
佐
藤
正

一
、
鈴
木
正
夫

、
鈴
木
正
明

佐
藤
年
光
、
松
田
佐
蔵
、
渡

部
一
郎

、
星
野
弘
、
村
上
一

郎
、
阿
部
昭
一

山

谷

に
こ

だ

ま
す

る

構
造
改
善
の
ひ
び
き

関
係
農
家
の
絶
大
な
要
望
と
一

般
町
民
の
深
い
関
心
の
う
ち
に
准

め
ら
れ
て
き
た
わ
が
町
の
農
業
説

造
改
善
事
業
も
、
い
よ
い
よ
実
施

の
段
階
と
な
り
、
二
台
の

ブ
ル
ド

廴
ザ
ー
が
大
き
な
う
な
り
を
あ
げ

て
町
内
の
山
野
に
活
躍
し
て
い
る

Ｉ
（
そ
の

匸
－

五
〇
〇
戸
の
養
蚕
農
家
で
組
織

す
る
養
蚕
農
業
協
同
組
合
が
事
業

主
体
と
な
っ
て
い
る
往
蚕
共
同
飼

育
所
に
要
す
る
桑
園
七
ヘ
ク
タ
ー

ル
が
い
ま
新
し
く
生
ま
れ
よ
う
と

し
て
い
る
。
森
山
の
上
野
原
に
約

一
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
阿
津
賀
志
山
陰

の
上
平
地
内
に
約
六

ベ
ク
タ
ー
ー

歩

、
関
係
地
主
の
積
副
的
な
協
力
と

役
職
員
の
口
夜
を
わ
か
た
ぬ
努
力

に
よ
っ
て
、
す
っ
か
り
聞
架
整
地

が
終
り
、
苗
木
の
贖
け
け
を
侍
っ

て
い
る
。
山
ふ
と
こ
ろ
に
抱
か
れ

た
み
ご
と
な
桑
園
が
、
町
内
川
の

稚
蚕
飼
育
に
役
立
つ
日
は
も
う
す

ぐ
そ
こ
ま
で
来
て
い
る
。

－
（
そ
の
二
）
―

四
三
戸
の
農
家
が
共
同
で
約
一

七
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
わ
た
る
理
想
的

な
大
果
樹
園
を
造
る
う
と
す
る
の

が
泉
田
の
集
団
果
樹
園
造
成
事
業

で
あ
る
。
複
雑
な
地
形
と
権
利
関

係
が
入
り
組
み
、
な
か
な
か
困
難

な
計
画
で
あ
っ
た
が
、
共
同
施
工

実
行
委
員
会
長
大
内
善
次
郎
氏
等

を
中
心
に
、
関
係
者
の
前
向
き
の

努
力
が
実
を
結
び
、
す
っ
か
り
地

元
の
態
勢
が
か
た
ま
り
、
農
業
開

発
機
械
公
社
と
の
工
事
契
約
も
す

み
、
土
平
の
作
業
に
引
続
い
て
取

掛
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

県
道
小
原
－

福
島
線
の
上
通
り

に
見
事
な
農
道
を
有
す
る
大
集
団

果
樹
園

が
現
出
す
る
日

が
待
た
れ

る
。

Ｉ
（
そ
の
三
）－

徳
江
川
原
の
集
団
桑
園
改
良
事

業
は
、
コ

一
〇
戸
の
受
益
農
家
が

一
丸
と
な
り
、
農
政
局
の
指
導
の

も
と
に
、
理
想
的
な
桑
園
を
造
る

う
と
、
こ
れ
ま
た
共
同
施
工
実
行

委
員
長
吉
田
忠
夫
氏
を
中
心
に
着

々
準
備
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
巾
三
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
二

、
一
〇
〇

メ
ー
ト

声
の
幹
線
長
道

を
つ
く
り
、
運
搬
や
作
業
の
便
を

は
か
る
こ
と
等
に
よ
っ
て
耕
地
の

能
率
を
増
大
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
、
関
係
者
の
意
欲
は
極
め
て
旺

盛
で
あ
る
。

な
に
し
ろ
七
割
と
い
う
高
率
補

助
に
伴
な
う
大
事
業
だ
け
に
、
諮

し
にい
実
施
基
準
と
総
合
的
、
有
機

的
に
進
め
ら
れ
る
困
難
な
事
業
計

画
を
必
要
と
す
る
農
業
構
造
改
喜

も
、
い
よ
い
よ
実
施
の
段
階
に
入

り
、
本
番
と
な
っ
た
わ
け
で
、
そ

の
成
否
は
一
に
か
か
っ
て
関
係
農

家
各
位
の
一
層
の
努
力
に
か
が
っ

て
お

る
。
し
か
も
こ
れ
ら
は
、
雜

か
な
明
る
い
農
村
建
設
の
一
本
の

柱
、
一
基
の
土
台
に
過

ぎ
な
にい
。

そ
の
成
功
は
や
が
て
三
七
平
方
キ

ロ
に
わ
た
る
全
国
見
町
の
開
発
の

目
途
と
し
て
ま
こ
と
に
高
く
評
価

さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

か
し
こ
い
王
様
に
な
る
た
め
に
　
消
費
者
は
考
え
る

上

手

座

買

物

十

二

訓

（
承
前
）

７
、
包
装
と
銘
柄
に
つ
ら
れ
な
い

①
包
装
の
色
や
絵
や
大
き
さ
に

目
を
引

か
れ
が
ち
で
す
が
、

内
容
や
ラ
ペ

少
に
ょ
く
注
意

し
ま
し
よ
う
。

②
長
年
の
商
品
テ
ス
ト
の
結
果

は
、
有
名
品
が
必
ず
し
も
常

に
ょ
い
と
は
限
ら
ぬ
こ
と
を

教
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
有

名
銘
柄
品
は
一
般
に
高
い
こ

と
も
考
慮
に
入
れ
て

、
名
よ

り
も
実
質
を
重
く
み

る
こ
と

で
す
。

８
、
量
目
寸
法
に
注
意
し
て

①
包
装
の
み
か
け
が
大
き
い
も

の
に
注
意
し
て
、
正
味
量
や

重
量
の
表
示
を
比
較
の
上
単

価
を
く
ら
べ
て
み
ま
し
よ
う

②
上
げ
底
、
額
椽
、
ガ
サ
ガ
サ

包
装
な
ど
過
大
包
装
に
注
意

し
ま
し
よ
う
。

９
、
一
フ
ベ

声
と
マ
ー
ク
を
よ
く
見

る
。

①
家
庭
用
品
品
質
表
示
法
に
よ

る
法
定
表
示
の
あ
る
商
品
や

ダ
イ
ス
マ
ー
ク
、
ジ
ヤ
ス
マ

ー
ク
な
ど
の
品
質
マ

ー
ク
が

あ
る
も
の
を
、
選
択
の
ガ
イ

ド
と
し
て
活
用
し
ま
し
よ
う

②
品
質
表
示
さ
れ
て
い
る
項
目

に
つ
い
て
は
内
容
を
よ
く
読

み
、
そ
の
意
味
を
理
解
し
て

選
択
に
役
立
て
ま
し
よ
う
。

1
0、
標
準
型
を

の
標
準
型
は
流
行
遅
れ
に
な
ら

ず
、
ま
た
生
産
コ
ス
ト
の
大

部
分

が
材
料
や
構
造
に
注
ぎ

こ
ま
れ
て
い
ま
す
。

②
修
理
や
部
品

の
補
給
に
も
有

利
で
す
。
変
り
型
や

デ
ラ
ツ

ク
ス
型
、
と
く
に
装
飾
過
剰

の
も
の
は
磴
け
ま
し
よ
う
。

川

、

中
級

の

値

ご
ろ

を

①
下
級
品
と
デ
ラ
ッ
ク
ス
品
を

避
け
、
量
産
品
の
利
益
を
利

用
し
ま
し
よ
う
。

②
下
級
品
は
長
持
ち
せ
ず
、
ぜ

い
た
く
品
は
不
当
に
高
い
も

の
で
す
。「

高
値
品
は
質
を
よ

く
思
わ
せ
人
を
引
き
つ
け
、

安
値
品
は
値
段
だ
け
で
人
を

寄
せ
る
」
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

1
2、
不
当
な
も
の
に
は
苦
情
を

①
常
識
で
考
え
ら
れ
る
水
準
の

品
質
さ
え
持
た
な
い
も
の
に

は
、
メ

ー
カ
ー
な
り
販
完
店

に
苦
情
を
い
う
こ
と
で
す
。

②
不
当

な
苦
情
や
要
求
は
厳
に

つ
つ
し
む
必
要

が
あ
り
ま
す

上
手
な
買
い
手
で
あ
る
と
同

時
に
、
好
か
れ
る
買
い
手
に

な
る
こ
と
も
、
よ
い
買
物
の

重
要
な
条
件
で
す
。

○
　

酒
の
み
運
転
は
ぜ
っ
た
い
し
ま
せ
ん
。
さ
せ
ま
せ
ん
。

手
紙
や
電
報
は
違
反
で
す

明
る
く
正
し
い
選
挙
を
め
ざ
し
て

（

三

）

八
、
文
書
図
画

問
１
‐
　
選
挙
運
動
に
用
い
る
文
書

図
画
と
は
、
ど
ん
な
も
の
で
す

か
。

答
　
一
般
的
に
は
、
物
体
に
記
載

さ
れ
た
意
思
の
表
示
で
あ
っ
て

文
字
等
に
よ
っ
て
表
示
さ
れ
て

い
る
も
の
を
文
書
と
い
い
、
象

形
に
よ
っ
て
表
示
さ
れ
て
い
る

も
の
を
図
画
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
選
挙
運
動
の
文
書
図
画

の
範
囲
は
、
一
般
に
考
え
る
よ

り
は
る
か
に
広
く
、
書
籍
、
新

聞
、
雑
誌
、
名
刺
、
書
状
、
ポ

ス
タ
ー
、
看
板
、
ち
よ
う
ち
ん

フ

ープ
カ
ー
ド
は
も
ち
ろ
ん
、
ス

ラ
イ
ト
、
映
画
、
ネ
オ
ン
サ
イ

ン
、
電
光
文
字
、
壁
に
書
か
れ

た
文
字
、
通
路
に
書
れ
た
砂
文

字
等
も
含
む
の
で
す
。

問
２
　

法
律
に
は
「
副

布
」

と
「

掲
示
」
と
にい
う
言
葉
を
使
っ
て

い
ま
す
が
、
ど
ん
な
こ
と
で
す

か
。

答
「
頒
布
」

と
は
二
人
以
上
の
人

に
配
布
す
る
こ
と
で
、
こ
の
配

布
の
方
法
に
は
直
接
手
渡
す
方

法
、
郵
送
、
新
聞
折
り
込
み
等

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
「
掲
示
一

と
は
、
一
定
場
所
に
掲
げ
て
人

に
見
せ
る
こ
と
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

問
３
　

選
挙
運
動
の
た
め
に
配
布

す
る
こ
と
の
で
き
る
文
書
に
は

何
が
あ
り
ま
す
か
。

答
　
一
定
の
数
の
「

は
が
き
」
の

み
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
「

は
が

き
」
で
も
「
選
挙
用
」
の
ス
タ

ン
プ
が
押
さ
れ
て
い
る
も
の
だ

け
て
あ
り
ま
す
。

問
４
「

選
挙
用
」
の

ス
タ
ン
プ
が

押
さ
れ
て
い
る
「
は
が
き
」
を

候
補
者
か
ら
わ
け
て
も
ら
っ
て

一
般
の
人
が
選
挙
運
動
用
に
使

う
こ
と
は
ど
う
で
す
か
。

答
　
「
選
挙
用
」
の
ス
タ
ン
プ
が

押
さ
れ
て
い
る
「

は
が
き
」
で

あ
れ
ば
一
般
の
人
が
使
用
し
て

も
差
支
え
あ
り
ま
せ
ん

。
ま
た

そ
の
「
は
が
き
」
に
、
一
般
の

人
が
推
せ
ん
者
と
し
て
名
前
を

書
く
こ
と
も
自
由
で
あ
り
ま
す

問
５
　

自
筆
の
手
紙
な
ら
何
通
出

し
て
も
違
反
に
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す

が
ど
う
で
す
か
。

答
　
自
筆
の
手
紙
で
あ
っ
て
も
、

違
反
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
数

量
に
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

問
６
　

電
報
に
よ
っ
て
選
挙
運
動

を
す
る
こ
と
は
ど
う
で
す
か
。

答
　
電
報
は
「
は
が
き
」
の
中
に

入
ら
な
い
か
ら
違
反
に
な
る
。

問
７
　

選
挙
運
動
用
ポ
ス
タ
ー
は

ど
こ
に
は
っ
て
も
良
い
で
す
か

答
　

ポ
ス
タ
ー
を
は
る
場
合
、
選

挙
に
よ
っ
て
は
る
場
所
が
違
い

ま
す
。

○

衆
巖
院
議
員
、
参
議
院
地
方

区
議
員
、
知
事
選
挙
に
つ
い
て

は
、
市
町
村
選
挙
管
理
委
員
会

が
設
置
す

る
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場

に
し
か
は
れ
ま
せ
ん
。

○
そ
の
他
の
選
挙
に
つ
い
て
は

原
則
と
し
て
役
所
の
施
設
に
は

は
れ
ま
せ
ん
。

問
８
　

市
町
村
の
選
挙
の
と
き
、

選
挙
運
動
用

ポ
ス
タ
ー
を
私
の

家
の
板
塀
に
無
断
で
は
っ
て
い

た
の
で

、
は
が
し
た
か
っ
た
が

、
は
が
す
こ
と
が
選
挙
違
反
に

な
る
の
で
は
な
い
か
と
そ
の
ま

ま
に
し
て
お
き
ま
し
た
が
、
私

の
考
え
は
聞
違
っ
て
い
ま
す
か

答
　
無
断
で
は
っ
た
も
の
は
勝
手

に

は

が
し
て

も

違
反

に

な
り

ま

せ

ん

。

問
９
　

私

の
家

の

板
塀

は

、
見
通

し

の
良

い

と
こ

ろ
な

の
で

、
い

ろ

い
る

の

ポ
ス

’‐

夕
が

は
ら
れ

ま

す
。

こ
の

前

の
町

の
選

挙
の

と

き
、

あ

る
候

補
者

の
運

動
員

が

き
て

、
選

挙

運
動
用

ポ
ス

タ

ー
を
は

ら
し

て

く
れ

と
言

う
の

で
承

諾
し

た

と
こ

ろ

、
謝

礼
と

し
て

僅

か
で

は
あ

る

が
お

金
を

く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
謝
礼
な

の
で
、
も
ら
っ
て
も
違
反
に
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
が
…
…

答
　
選
挙
に
関
係
の
な
い
ポ
ス
タ

ー
の
と
き
で
も
謝
礼
を
も
ら
う

こ
と
が
常
例
と
な
っ
て
お
り
、

そ
れ
と
同
じ
程
度
の
額
で
あ
れ

ば
違
反
に
な
り
ま
せ
ん
が
、
選

挙
の
ポ
ス

タ
ー
の
時
だ
け
も
ら

っ
た
り
、
普
通
も
ら
っ
て
い
る

も
の
よ
り
多
い
場
合
は
買
収
罪

に
な
り
ま
す
。

問
1
0
　「
室
内
用
」
と
表
示
し
た
検

印
（
証
紙
）
の
な
い
選
挙
運
動
用

ポ
ス
タ
ー
を
商
店
等
の

ガ
ラ
ス

に
は
る
こ
と
は
ど
う
で
す
か
。

答
　

一
般
の
人
が
見
え
る
も
の
で

あ
る
限
り
「
室
内
用
」
と
表
示

し
て
も
検
印
（
証
紙

）
が
な
け

れ
ば
違
反
に
な
り
ま
す
。

問
卜
　

立
候
補
を
表
明
し
て
い
る

商
店
の
主
人
が
、
商
売
上
の
新

聞
広
告
の
中
に
名
前
を
出
す
こ

と
は
ど
う
で
す
か
。

答
　
平
常
は
、
新
聞
広
告
な
ど
を

し
た
こ
と
が
な
い
の
に
、
選
挙

が
近
い
の
で
主
人
の
名
前
を
売

り
こ
む
手
段
と
し
て
や
つ
た
も

の
で
あ
れ
ば
違
反

に
な
り
ま
す

く
に
み



永
年
勤
続

ご
苦
労

さ
ま
…
…
…
…

功

労

者

善

行

者

を

表

彰

町
で
は
こ
の
ほ
ど
表
彰
規
程
を

つ
く
り
、
十
一
月
二
十
三
日
勤
労

感
謝
の
日
に
第
一
回
の
表
彰
式
を

行
な
っ
た
。
こ
の
規
程
は
、
本
町

の
政
治
、
経
済
、
産
業
、
文
化
、

社
会
そ
の
他
各
般
に
わ
た
っ
て
、

町
政
の
振
興
に
寄
与
し
、
そ
の
功

績
顕
著
で
あ
る
者
を
表
彰
し
、
も

っ
て
本
町
自
治
の
発
展
と
民
風
の

高
揚
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
も
の
で
、
毎
年
十
一
月
二
十

三
日
に
表
彰
状
及
び
記
念
品
を
授

与
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

弍
は
藤
田
小
学
校
礼
法
室
で
午

前
十
時

か
ら
行
わ
れ
、
関
口
助
役

の
開
式
の
辞
、
赤
井

畑
町
長
か
ら

表
彰
状

並
び
に
記
念
品
授
与
、
来

賓
と
し
て
県
事
務
所
長
、
町
議
会

議
長
か
ら
祝
辞
が
あ
り
、
受
賞
者

代
表
大
沼
酉
治
氏
が
感
激
の
謝
辞

を
述
べ
慰
労
の
た
め
の
小
宴
を
行

っ
て
午
前
十
一
時
半
閉
式
之
な
っ

た
。
光
栄
の
受
賞
者
次
の
と
お
り

○
表
彰
規
程
第
三
条
第
二
号

議
会
議
員
　

大
沼
　

酉
治

（
助
役
通
算
）

同
　
　
　
　

大
津
　

利
一

同
　
　
　
　

佐
久
間
　
清

同
　
　
　
　

後
藤
長
之
助

同
　
　
　
　

斎
藤
　

一
郎

同
　
　
　
　

遠
藤
　

喜
平

同
　
　
　
　

佐
藤
　

元
一

同
助
役
職
員
通
算
松
浦
喜
一
郎

前
議
会
議
員
佐
藤
　

新
七

同
　
　
　
　

大
波
　
　

久

同
　
　
　
　

奥
山
福
太
郎

同
　
　
　
　

安
藤
　

庄
七

○
同
第
三
条
第
三
号

助
役
収
入
役
通
算
関
口
道
孝

農
業
委
員
　

八
島
建
次
郎

同
　
　
　
　

後
藤
清
四
郎

同
　
　
　
　

佐
久
間
直
次

同
　
　
　
　

松
浦
市
三
郎

同
　
　
　
　

武
田
　

三
郎

教
育

委
員
　

武
見

弥
八
郎

議
員
通
算

選
挙
管
理
　

早
田
　
　

盛

委
員
議
員
助
役
職
員
通
算

Ｏ
同
第
三
条
第
四
号

同
民
生
委
員
八
島
福
太
郎

○
同
第
三
条
第
五
号

防
消
副
団
長
樋
口
弥
太
郎

同
　
分
団
長
菅
野
　

賛
郎

同
　
　
　
　

徳
江
　

喜
一

同
　
　
　
　

大
沼
　

金
一

同
副
分
団
長
佐
藤
　

直
哉

同
　
故
　
　

谷
聿
　
　

真

同
　
部
長
　
斎
藤
　
　

清

同
　
副
部
長
松
浦
　

正
夫

同
　

班
長
　
斎
藤
　

英
郎

同
　

団
員
　

後
藤
幸
次
郎

同
　

団
　
　

村
上
　

誠
一

○
同
三
条
第
六
号

総
務
課
長
　
八
巻
　

亀
寿

税
務
課
長
　
朝
内
　

宗
光

住
民
課
長
　
中
村
　

政
治

主
事
　
　
　

遠
藤
　

金
六

農
地
主
事
　
佐
藤
　

知
子

主
事
　
　
　

佐
久
間
忠
三

同
　
　
　
　

大
石
世
久
子

主
事
　
　
　

八
巻
八
十
八

農
地
主
事
　
村
上
徳
右

工
門

○
同
第
三
条
第
七
号

公
民
館
長

教
委

議
員
通
算

佐
藤
善
次
郎

○
同
第
三
粂
第
八
号

高
額
寄
付
　
山
川
　
ト

シ

○
同
第
四
条
第
一
号

部
落
会
長
　
安
藤
　
仙
助

々
　
　
　
　

遠
藤
　
正
一

納
税
組
合
長
野
村
　
隆
一

々
　
　
　
　

佐
久
問
勇
治

″
　
　
　
　

鈴
木
　
方
二

ク
　
　
　
　

渡
辺
　
亀
古

″
　
　
　
　

佐
久
間
謙
二
郎

″
　
　
　
　

熊
坂
　
源
蔵

″
　
　
　

斎
藤
　
与
一

○
同
第
四
条
第
五
号

人
命
救
助
　
高
橋
ス
ミ
子

々
　
　
　
　

阿
部
　
勇
吉

″
　
　
　
　

松
田
　
良
作

″
　
　
　
　

佐
藤
順
之
助

［ 人命救助 で表彰をうけた人 々］

左より　 高 橋 スミ　 松田 良 作　 阿 部勇 吉　 佐藤順之助

大
津
団
長
さ
ん
に
勲
五
等

双
光
旭
日
章
を
賜
わ
る

わ
が
国
見
町
消
防
団
長
大
津
利

一
さ
ん
は
、
多
年
に
わ
た
り
消
防

に
尽
し
た
功
労
に
よ
り
、
去

る
十

一
月
三
日
秋
の
定
例
叙
勲
に
お
い

て
、
勲
五
等
に
叙
せ
ら
れ
、
双
光

旭
日
章
を
授
け
ら
れ
た
。

十
一
月
十
三
日
、
東
京
都
港
区
日

本
消
防
会
館
大
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ

た
伝
達
式
に
は
、
夫
人
テ
ツ
さ
ん

同
伴
で
参
列
し
、
更
に
宮
城
に
参

内
し
、
宮
内
庁
に
お
い
て
天
皇
陛

下
に
お
め
に
か
か
り
あ
り
か
た
い

お
言
葉
を
賜
わ
っ
て
帰
っ
た
。

わ
が
町
と
し
て
は
、
春
の
東
海

林
忠
次
郎
氏
に
つ
づ
く
破
格
の
叙

勲
を
町
の
栄
誉
と
し
て
心
か
ら
喜

び
、
赤
井
畑
町
長
、
東
海
林
議
会

議
長
、
樋
口
消
防
団
副
団
長
が
発

起
人
と
な
っ
て
町
民

に
呼
び
か
け

不
月
九
日
午
前
十
一
時
よ
り
、
藤

田

い
学
校
に
お
い
て
盛
大
な
祝
賀

叱
会
を
催
し
た
の
で
あ
る
。

ｔ
コ
ミ

箱
さ
ん
さ
よ
う
な
ら
”

収

集

車

の
運

行
始

ま

る

こ
れ
ま
で
、
風
の
中
で

ゴ
ミ
が

と
ん
だ
り
、
夏
に
は
カ
や
（

エ
の

発
生
の
源
と
な
り
、
耐
え
き
れ
な

い
悪
臭
を
放
つ
な
ど
、
と
か
く
町

民
か
ら
嫌
わ
れ
て
い
た
「
配
置

ゴ

ミ
箱
」
が
廃
止
さ
れ
、
代
っ
て
「

ゴ

ミ
収
集
車
」
が
、
さ
わ
や
か
な
オ

ル
ゴ
ー
声
の
メ
ロ
デ
ィ

ー
を
ひ
び

か
せ
な
が
ら
、
幸
福
の
女
神
の
よ

う
に
や
っ
て
来
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
多
年
に
わ
た
る
町
民
の
願

が
実
を
結
び
、
去
る
三
月
の
町
議

会
で
議
決
さ
れ

、
よ
う
や
く
こ

の
ほ
ど
実
現
し

た
の
で
す
。
代

価
は
百
六
十
万

余
役
場
で
は
く

わ
し

い
運
行
計

画
を
立
て
去
る

十
一
日
か
ら
町

内
の
巡
回
を
始

め
ま
し
た
。
計

画

に
よ
れ
ば
、

町

内
を
四
つ
の

コ
ー
ス
に
分
け

毎
週
二
回
巡
回
し
そ
れ
ぞ
れ
定
め

ら
れ
た
場
所
に
停
車
し
て
、
皆
さ

ま
お
持
寄
り
の

ゴ
ミ
を
投
入
れ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

。
尚

ガ
ラ
ス
、
セ
ト
モ
ノ
、
か
ん

詰

か
ん
な
ど
危
険
物
は
必
ず
別
に

し
て
お
い
て
い
た
だ
き
、
こ
れ
は

別

の
日
に
集
め
に
ま
い
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
運
行
の
日
程
、

停
車
場
所
等
は
各
家
庭
に
お
知
ら

せ
し
て
あ
る
の
で
よ
く
み
て
ご
利

用
い
た
だ
き
た
い
と
の
こ
と
で
す

○

ゴ
ミ
収
集
の
囗

一
コ

ー
ス
は
月
、
木
曜
の
乍
前

二
コ

ー
ス
は
月
、
木
曜
の
午
後

三
コ

ー
ス
は
火
、
全
眤
の
午
㈹

四
コ
ー
ス
は
火
、
金
曜
の
午
後

り
危
険
物
収
集
の
冂

一
、
二
コ

ー
ス
は
第

二

三
週

三
、
四
コ

ー
ス
は
第
二
、
四
週

の
そ
れ
ぞ
れ
水
曜
日

停
車
時
間
は
各
所
一
〇
分
以
内

で
す
。
注
意
事
項
を
よ
く
守
っ
て

車

の
運

行

が
円

滑

で
能

率

が

あ

が

る
よ

う
協

力

し

ま
し

よ

う
。

注
意

事
項

①

水
気

の
含

ん

で

い

る
物

は

、
水

気
を

切

て

か

ら
捨

て

る
よ

う
に

し

て

下

さ
い

。

②

ガ

ーフ
ス
、

あ

き

か

ん
、

セ

ト

モ

ノ
な

ど

危
険
物
は
別
に
し
て
下

さ
い
。

③
な
る
べ
く
紙
袋
や
ナ
イ
ロ
ン
の

袋
に
ま
と
め
て
車
に
入
れ
る
よ

う
に
し
て
下
さ
い
。

④
車
に
入
れ
る
と
き
は
、
自
分
で

入
れ
て
下
さ
い
。

④
車
の
運
行
時
間
中
に
家
を
あ
け

る
と
き
は
近
所
の
人
に
頼
む
よ

う
に
し
て
下
さ
い
。

⑧
運
行
日
が
祝
祭
日
に
当

る
と
き

は
次
の
運
行
日
ま
で
お
待
ち
下

さ
い
。

①
各
家
庭
で
は
ポ
リ

バ
ケ
ツ
等
を

用
い
、
臭
い
や
（

エ
等
の
発
生

を
防
い
で
下
さ
い
。

⑤
営
業
上
出
る
大
量
の

ゴ
ミ
は
各

自
処
分
し
て
下

さ
い
。

⑤
こ
の
機
会
に
、
ゴ
ミ
を
下
水
捐

に
投
げ
込
む
こ

と
は
多
少
に
か

か
わ
ら
ず
き
っ
ぱ
り
や
め
ま
し

よ
う
Ｏ

十
二
月
の
行
事
表
〔
抜
〕

一
日
（
金
）
　
赤
十
字
家
庭
看
護
法

講
習
会
（
石
母
田
、
大
枝
）

三
日
（
日
）
　
消
団
防
点
検

五
日
（
火
）
　
伊
達
管
内
婦
人
学
級

研
究
会
（
月
館
）

七
日
（
木
）
　
赤
十
字
家
庭
看
護
法

講
習
会（

藤
田
、
森
江
野
）

八
日
（

金
）婦
人
団
体
総
合
役
員
会

九
日
（
土

）大
津
団
長
叙
勲
祝
賀
会

一
〇
日
（
日
）
　小
坂
地
区
婦
人
生

活
問
題
研
究
会

町
内
青
年
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
　

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
研
究
会

青
年
宿
泊
研
修
会
準
備
会

一
一
日
（
月

）
　森
江
野
地
区
婦
人

生
活
問
題
研
究
会

匸
一
日
（
火
）
　
福
島
県
婦
人
学
級

生
大
会
参
加
（
磐
梯
青
年
の
家

一
三
日
（
水

）
　同
前

大
木
戸
地
区
婦
人
生
活
問
題
研

究
会

Ｔ
四
日
（
木

）
　大
枝
地
区
婦
人
生

活
問
題
研
究
会

一
五
日
（
金

）
　青
年
宿
泊
研
修
会

（

磐
梯
青
年
の
家
）

一
六
日
（
土
）
　
同
前

一
七
日
（
日
）
藤
田
地
区
婦
人
生
活

問
題
研
究
会

一
九
日
（
火
）
　
明
る
く
正
し
い
選

挙
推
進
話
し
合

い`
講
習
会

二
〇
日
（
水
）
　
公
民
館
主
事
、
社

教
担
当
者
合
同
研
修
会
（
霊
山
）

二
一
日
（
木
）
　
郡
公
連
役
員
会
　

（
梁
川
公
）

二
四
日
（
日
）
　
成
人
者
講
座

二
五
日
（
月
）
　
伊
達
管
内
青
年
リ

ー
ダ
ー
研
修
会
（
保
原
公
）

第２圓町内一週駅 伝競走大会成績
（42 年11 月26 日）

一 般 の 部

順位 チーム名　　　　 所要時間

１　厚樫チーム　　　1  , 26 , 30

(村上清正，高橋一吉，松浦万助，渋
谷節夫，阿部貞夫，三浦寛)(写真上)

２　森江野　　　　　l,  27 , 29

3　/Jヽ 坂　　　　　　1  , 27 , 49

4　 徳江南部若連会　1  , 28 , 05

5　 滝山 クラブ　　　1  , 28冂 ７
６　大枝青年団　　　1  , 30, 26

7　 厚樫B　　　　　I ，33，21
8　 藤EH　　　　　　1  , 36 , 38
9　 たんがら　　　　.  37 ,

学 生 の 部

１　ザ.スタ ーズA　1  , 21 , 56

(菊地隆雄，高橋明仁，佐藤信雄，佐
藤秋雄，高橋秀樹，菊地広行)写真下

２　ファイターズ　　,  25 ,

3　 森江野　　　　　1。25 , 56

4　 ザ.スク ーズB　　1 , 27 , 22

特 別 参 加

福大経済学部陸上チーム1  , 20 , 50

福島市役所南倫夫(独走,  1 9 , 37

◎ 区間最高記録

区間 一般の部 タイ ム　 学生の部 タイム

｜　熊坂初男16 囗 ５　 佐久間誠15  , 48
2　 佐藤義和1  3 , 3 1　 高橋明仁1  2 , 39

3　 市川国雄1  2 , 4 1　 佐藤信雄1  4 , 02
4　 斎藤重夫1  2 , 28　藤佐育男1  3 , 05

5　 熊藤文男1  2 , 50　 高橋秀樹]  2 , 36

6　 松浦辰男1  2 , 1 3　菊地広行1  2 , 27

お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

（
十
一
月
中
に
亡
く
な
ら
れ
た
方
　
敬
称
略
す
）

氏
　
　
　

名
　
　

年
令
　
　

死
亡
日
　
　

住
　
所

斎
藤
　
キ
ク
　
　

七
一
　
　
　

一
　
　
　

泉
田
　
寺
前
　
一
六

高
橋
　

タ
カ
　
　

ニ
六
　
　
　

五
　
　
　

貝
田
　
町
後
　

Ｔ

会
剛
　
　

豊
　
　

六
四
　
　
　

八
　
　
　

内
谷
　
小
山
綺
一
七

大
波
　

由
助
　
　

五
四
　
　

一
五
　
　
　

徳
江
　
熊
野
　
一
八

古
田
　

ノ
ブ
　
　

六
四
　
　

二
〇
　
　
　

貝
田
　
寺
脇
　
一
〇

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
十
一
月
中
に
出
生
届
を
さ
れ
た
方
　
敬
称
略
す
）

氏
　
　
　

名

出
生
月
日
　
親
の
名
　
続
柄
　
住
　
所

大
関
嘉
奈
子
　
一
〇
、
二
六
　

嘉
一
　

二
女
　
山
崎

太
子
堂
二
四

佐
藤
　
秀
樹
　

々
　
二
三
　

富
雄
　

長
男
　
藤
田
　
北

二
〇

荒
　
　

裕
美
　

々
　
二
五
　

則
雄
　

長
女
　

々
日
渡
二
、
七
の
六

佐
久
間
智
浩
　

々
　
二
六
　

幸
雄
　
三
男
　
森
山
　
中
島
二
三

長
谷
川
弘
幸
　

々
　
二
九
　

久
夫
　

長
男
　
藤
田
中
沢
一
、
一
一

高
橋
　
弘
明
　
一
一
、
　
一
　
　
守
雄
　

二
男
　
塚
野
目
小
原
二
〇

佐
藤
富
美
子
　

々
　
一
五

福
太
郎
　

二
女
　
西
大
枝
根
岸

匸

Ｔ

斎
藤
　
豊
美
　

々
　
一
一
　
　
庸
古
　

二
女
　
森
山
東
新
田
一
六

中
村
　
裕
子
　

々
　

で
（

昭
次
郎
　

長
女
　
藤
田
　

南
六
九

新
村
　
昌
樹
　

ク
　

ー
五
　

国
夫
　
三
男
　
内
谷
　

花
立
一

後
藤
　
勝
美
　

々
　
一
九
　

利
一
　
五
男
　
藤
田
　

一
丁
田
三

松
浦
　

和
則
　

ヵ
　
二
四
　

和
七
　
長
男
　

ク
　

観
月
台
一

○
　

生
活
問
題
話
し
合
い
の
会
を
開
き
ま
し
よ
．４
’…

…
…
明
る
い
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
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